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２

文化協会
（美術連盟・絵画サークル）

×
大月市議会

意見交換会は、市民活動の場に市議会
として訪ねて活動を激励するととも
に、市民活動が進めやすい環境を整え
るために施策のヒントや知恵を発見し
ようと進めているものです。今回は社
会文教常任委員会が、大月市美術連盟
所属の絵画サークル「水彩画グループ
“香,,」を訪ねました。

特集市
民
活
動
が
や
り
や
す
い
環
境
を
整
え
た
い【

市
議
会
】

×

余
裕
の
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
文
化
に
親
し
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を

【
文
化
協
会
】

文
化
祭
に
出
品
す
る
た
め
絵
画
の
仕
上

げ
作
業
を
し
て
い
る
教
室
に
お
邪
魔
し

て
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
天
野
先
生
と
７
名
の
生
徒
さ
ん
、

小
林
文
化
協
会
会
長
さ
ん
が
訪
問
を
歓

迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

絵
画
教
室
は
30
年
来
の
活
動
、
子
ど

も
た
ち
に
絵
を
教
え
て
い
た
の
を
ご
近

所
さ
ん
が
見
て
い
て「
私
も
習
い
た
い
」

と
申
し
出
て
く
れ
た
の
が
始
ま
り
。
鉛

筆
デ
ッ
サ
ン
を
丸
２
年
し
ま
し
た
。
一

番
の
思
い
出
は
、
月
５
千
円
を
積
み
立

て
、
年
に
一
度
２
泊
３
日
の
ス
ケ
ッ
チ

旅
行
に
出
か
け
た
こ
と
。
絵
の
指
導
と

言
い
な
が
ら
、
一
番
年
下
の
私
は
先
輩

た
ち
か
ら
「
女
性
の
生
き
方
を
学
ん
だ

の
で
す
」
と
。

社会文教常任委員会
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絵
画
教
室
の

天
野
か
ほ
り
先
生
の
お
話

・「
最
初
か
ら
上
手
に
描
こ
う
と
思
わ
な

い
で
、
絵
は
枚
数
を
こ
な
す
こ
と
」
と

の
先
生
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
ミ
ニ

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持
ち
歩
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
は
隠
れ
て
描
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
人
前
で
も
平
気

で
描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
52
歳
か
ら
絵
を
習
い
始
め
「
色
付
け

が
特
に
好
き
、心
が
晴
れ
や
か
に
な
る
」

そ
う
話
す
生
徒
さ
ん
が
82
歳
と
聞
い
て

一
同
び
っ
く
り
。
目
的
が
あ
る
と
若
々

し
い
と
口
々
に
納
得
し
ま
し
た
。

・
店
番
を
し
て
き
た
女
将
さ
ん
が
子
ど

も
に
譲
り
、
75
歳
か
ら
絵
画
教
室
に
来

ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
楽
し
い
世
界
が
あ

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
す
。
文
化
を
育
め
ば
生
き
が

い
に
な
る
と
ま
た
一
同
納
得
し
ま
し
た
。

・
退
職
後
、
60
歳
の
手
習
い
で
教
室
に

通
い
始
め
た
が
、
先
輩
方
の
情
熱
に
驚

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
高
め
合

っ
て
い
て
通
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

生
徒
さ
ん
の
お
話

控
え
め
な
が
ら
市
へ
の
要
望

・
昔
は
店
番
を
し
て
い
て
も
午
後
は
余

裕
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
と
同
居
し

て
い
ま
す
が
、
今
の
人
は
余
裕
が
な
い
。
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ン
ト
を
駅
や
中
央
病
院
等
に
看
板
掲
示

な
ど
市
と
し
て
も
知
ら
せ
る
努
力
を
し

て
ほ
し
い
。

文化協会（美術連盟・水彩画グループ“香,,）

若
い
人
に
絵
画
な
ど
文
化
を
親
し
ん
で

も
ら
い
た
い
の
で
す
が
…

・
２
時
間
の
教
室
、
習
い
事
を
す
る
時

間
を
い
か
に
作
り
出
す
か
で
す
。
文
化

に
親
し
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と

も
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い

で
す
。

・
絵
は
う
ま
く
い
く
と
き
、
い
か
な
い

と
き
が
あ
り
、
人
生
と
一
緒
。
だ
か
ら

奥
が
深
い
。
丹
精
込
め
た
作
品
は
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
い
。
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
場
所
に
展
覧
会
場
が
あ
れ
ば
、
文

化
に
親
し
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も

な
る
し
、
制
作
者
に
と
っ
て
も
張
り
合

い
に
な
る
。

・
以
前
、
大
月
商
店
街
に「
ま
ち
宿
り
」

が
あ
っ
た
こ
ろ
は
良
く
展
示
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
上
畑
倉
地
区
の
文
化
展
を

「
ま
ち
宿
り
」
で
開
催
し
て
、
上
畑
倉
地

区
の
人
が
甘
酒
を
ふ
る
ま
っ
た
り
し
て
、

他
地
区
の
方
を
含
め
て
多
く
の
人
が
足

を
運
ん
で
く
れ
て
、
楽
し
か
っ
た
思
い

出
が
あ
る
。

・
市
で
レ
ベ
ル
の
高
い
展
覧
会
を
開
催

す
れ
ば
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
教
室
や

サ
ー
ク
ル
の
加
入
者
が
増
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
市
民
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
を
せ
っ
か
く

な
ら
広
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
、
広
報
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
他
に
、
年
配
の
方

に
も
分
か
る
よ
う
に
一
カ
月
毎
の
イ
ベ

本
日
は
教
室
で
ベ
テ
ラ
ン
の
生
徒

さ
ん
か
ら
絵
画
に
取
り
組
ん
で
い

る
思
い
を
伺
う
こ
と
が
で
き
て
、

素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
発
見
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
作

品
も
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
市

と
し
て
の
応
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
月
市
文
化
協
会
に
は
、
美
術
連
盟

を
は
じ
め
21
団
体
、
絵
画
サ
ー
ク
ル
を

は
じ
め
１
１
４
サ
ー
ク
ル
、
一
般
会
員

１
、
２
５
０
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
月
市
の
文
化
活
動
は
高
齢
者
が
つ

な
い
で
い
ま
す
。
講
師
料
や
材
料
費
は

月
謝
で
払
う
の
で
、
会
場
費
は
市
で
負

担
し
、
免
除
に
し
て
い
た
だ
く
と
文
化

活
動
は
も
っ
と
進
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

文
化
に
親
し
み
育
め
ば
、
イ
キ
イ
キ

と
長
生
き
で
き
ま
す
。
最
後
を
考
え
る

年
に
な
っ
て
く
る
と
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
ピ
ン
コ
ロ
で
い
け
れ
ば
と
も
思
い

ま
す
。

小
林
尚
武
文
化
協
会

会
長
の
お
話
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大
月
市
議
会
第
３
回
定
例
会
　

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

９
月
７
日
〜
10
月
３
日
（
27
日
間
）

今
定
例
会
の
議
案

市
長
提
出

・
報
告
…
…
…
…
…
…
１
件

・
補
正
予
算
案
件
…
…
２
件

・
28
年
度
決
算
認
定
…
９
件

議
会
提
出

・
選
　
挙
…
…
…
…
１
件

・
請
　
願
…
…
…
…
１
件

・
意
見
書
案
…
…
…
３
件

第 53 代副議長
鈴木　基方

委員長
小泉 二三雄

副委員長
西室　衛

小
林
信
保
副
議
長
の
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、
後
任
に
、
鈴
木

基
方
議
員
が
第
53
代
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

委
　
員
　
　
小
　
原
　
丈
　
司

〃
　
　
　
古
　
見
　
金
　
弥

委
員
会
構
成

議
会
運
営
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員長
相馬　力

副委員長
大石　源廣

委
　
員
　
　
鈴
　
木
　
章
　
司

〃
　
　
　
小
　
原
　
丈
　
司

〃
　
　
　
西
　
室
　
　
　
衛

〃
　
　
　
小
　
泉
　
二
三
雄

〃
　
　
　
古
　
見
　
金
　
弥

《
所
管
》
秘
書
広
報
課
、
総
務

管
理
課
、
企
画
財
政
課
、
ま
ち

づ
く
り
創
生
課
、
産
業
観
光
課
、

建
設
課
、
地
域
整
備
課
、
会
計

課
、
消
防
本
部
及
び
議
会
事
務

局
の
所
管
に
関
す
る
事
項
並
び

に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に

属
さ
な
い
事
項

〃
　
　
　
大
　
石
　
源
　
廣

〃
　
　
　
萩
　
原
　
　
　
剛

社
会
文
教
常
任
委
員
会

委員長
小林　信保

副委員長
奥脇　一夫

委
　
員
　
　
鈴
　
木
　
基
　
方

〃
　
　
　
藤
　
本
　
　
　
実

〃
　
　
　
山
　
田
　
善
　
一

〃
　
　
　
相
　
馬
　
保
　
政

〃
　
　
　
萩
　
原
　
　
　
剛

《
所
管
》
税
務
課
、
市
民
課
、

福
祉
課
、
保
健
介
護
課
、
中
央

病
院
、
教
育
委
員
会
及
び
短
期

大
学
の
所
管
に
関
す
る
事
項
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●
社
会
文
教
常
任
委
員
会

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業

に
つ
い
て

Ｑ
　
適
応
指
導
教
室
設
置
と
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
使
用
に
伴
う
経
過

と
対
応
は
。

Ａ
　
県
が
31
年
度
末
に
「
都
留

こ
す
も
す
教
室
」
を
廃
止

し
、
市
が
「
こ
す
も
す
教

室
」
の
設
置
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
と「
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
か
ら
旧
強
瀬
小
学

校
使
用
の
申
し
入
れ
が
重

な
っ
た
た
め
、
交
付
金
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
、
今

●
総
務
産
業
常
任
委
員
会

台
風
５
号
災
害
復
旧
に
つ
い
て

Ｑ
　
岩
殿
山
の
登
山
が
で
き
る

ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
日

数
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

Ａ
　
桜
が
咲
く
ま
で
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
時
間
が
掛
か

る
の
で
、
一
部
迂
回
路
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

猿
橋
の
学
童
保
育
施
設
建
設
に

つ
い
て

Ｑ
　
猿
橋
の
学
童
保
育
施
設
建

設
に
、
予
算
を
ど
の
よ
う

に
算
出
し
た
か
。

Ａ
　
大
月
や
え
ざ
く
ら
の
単
価

を
参
考
に
坪
単
価
を
算
出

し
、
坪
数
を
掛
け
て
算
出

し
ま
し
た
。

Ｑ
　
当
初
の
設
計
金
額
は
、
木

造
だ
っ
た
の
か
、
プ
レ
ハ

ブ
だ
っ
た
の
か
。

Ａ
　
設
計
業
者
か
ら
履
行
期
間

の
延
長
の
申
請
理
由
の
中

委
員
会
審
査
の
様
子

に
建
築
方
法
の
変
更
が
あ

り
ま
し
た
。

Ｑ
　
当
初
の
設
計
の
ま
ま
な
ら

着
工
で
き
た
の
で
は
。
設

計
変
更
で
時
間
が
掛
か
っ

と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

Ａ
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

主
な
議
案
の
内
容
 

予
算
（
補
正
）

台
風
５
号
災
害
復

旧
事
業
を
行
い
ま

す ◎
平
成
29
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
災
害
復
旧
費

○
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

・
林
業
施
設
災
害
復
旧
費

（
５
０
０
万
円
）

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

・
道
路
橋
梁
等
災
害
復
旧
費

（
１
億
２
、
８
０
０
万
円
）

・
公
園
等
災
害
復
旧
費

（
５
、
０
０
０
万
円
）

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
推

進
事
業
を
行
い
ま

す◆
土
木
費

○
道
路
橋
梁
費

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
推
進
事
業

（
６
４
０
万
円
）

回
の
補
正
予
算
計
上
に
至

り
ま
し
た
。

Ｑ
　
地
元
と
の
協
議
は
、
12
月

議
会
で
は
間
に
合
わ
な
い

の
か
。

Ａ
　
時
間
的
に
間
に
合
わ
な
い

と
の
判
断
で
、
今
回
の
補

正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
地
元
の
皆
様

へ
の
ご
説
明
は
、
皆
様
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て

の
説
明
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
区
長
、
自
治

会
長
の
と
こ
ろ
へ
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
適
応
指
導
教
室
設
置
に
対
し
、

支
援
を
求
め
る
意
見
書
を
山
梨

県
に
提
出
し
ま
し
た
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
適
応
指
導
教
室
と
は
、
長
期

欠
席
し
て
い
る
不
登
校
の
小
中

学
生
を
対
象
に
、
学
籍
の
あ
る

学
校
と
は
別
に
、
部
屋
を
用
意

し
、
そ
こ
で
学
習
の
援
助
を
し

な
が
ら
本
籍
校
に
復
帰
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
運
営
し
て
い
る

教
室
で
あ
る
。

猿
橋
学
童
保
育
施
設
建
設

に
関
す
る
百
条
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
を
求
め
る

動
議

動
議
提
出
者鈴

木
基
方
議
員

公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利

用
促
進
に
対
す
る
方
針
の

も
と
、
プ
レ
ハ
ブ
か
ら
木

造
に
設
計
変
更
さ
れ
て
整

備
さ
れ
た
大
月
と
差
が
出

る
形
で
、
木
造
か
ら
プ
レ

ハ
ブ
に
設
計
変
更
さ
れ
た

猿
橋
学
童
保
育
施
設
建
設

に
関
す
る
経
緯
を
明
確
に

す
る
た
め
に
百
条
調
査
特

別
委
員
会
の
設
置
を
求
め

る
動
議
を
提
出
し
ま
す
。

反
対
討
論

藤
本
実
議
員

議
員
の
疑
念
に
対
し
て
市

は
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
公
益
に
反
す
る

事
務
、
あ
る
い
は
不
正
と

思
わ
れ
る
事
件
性
は
ど
こ

も
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
百
条
委
員
会
を

設
置
す
る
正
当
な
理
由
が

あ
り
ま
せ
ん
。
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平成28年度決算を認定！

９
月
27
日
、
28
日
、
29
日
の
都
合
３
日
、
委
員
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

審
査
の
経
過
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
監
査
委
員
か
ら

決
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
課
等
部
署

別
の
審
査
と
し
、
教
育
長
及
び
担
当
部
課
長
等
か
ら
説

明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
計
数
に
誤
り
は
な
く
、
地

方
自
治
法
及
び
地
方
公
営
企
業
法
等
関
係
法
令
に
基
づ

く
処
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

審
査
終
了
後
、
採
決
を
行
い
「
認
定
第
２
号
 平
成
28

年
度
大
月
市
大
月
短
期
大
学
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
の
件
」
か
ら
「
認
定
第
９
号
 平
成
28
年
度
大
月
市

病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決
し
ま
し

た
。ま

た「
認
定
第
１
号
 平
成
28
年
度
大
月
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

審
査
の
過
程
で
、
各
委
員
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
、
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
ま
ず
１
点
目
は
、
火
葬
場
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
以
前
か
ら
建
て
替
え
を
要
望
し
て
お
り

ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
修
繕
を
重
ね
使

用
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
建
て
替
え
に
は
、
財

政
負
担
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
隣
市
と

の
広
域
化
の
検
討
を
含
め
、
国
・
県
等
に
必
要
な
財
政

支
援
措
置
を
講
じ
、
早
急
な
建
て
替
え
を
検
討
す
る
よ

う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

２
点
目
は
、
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
依
然
と
し
て
多
く
、
農
作
物
に
多

副委員長　
相馬　力

委員長　
小泉　二三雄

・決算審査と予算審査との違い【議会の役割】

税金の使い方を決めるのが予算審査、決算審査は使わ
れた結果を検討し、今後の予算編成や行財政運営の改
善に役立てる大切な意義があります。

平
成
28
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
　
委
員
長
報
告（
要
旨
）

決算審査特別委員会

大
な
被
害
が
出
て
お
り
ま
す
。

被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、
鳥
獣
が
里
に
出
没
し
な
い

よ
う
森
林
整
備
を
積
極
的
に
行
う
と
共
に
、
鳥
獣
害
駆

除
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の
補
助
金
申
請
を
増
額
し
、
駆

除
す
る
頭
数
を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
罠
に

よ
る
駆
除
を
増
や
す
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
お
願
い
し
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「決算状況の詳細は広報おおつき 10 月号をご覧ください」
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決算審査特別委員会における主な論点Q＆A

­Ａ 助成件数は 13 件（20 歳代２件、30 歳代９
件、40 歳代２件）であり、出生数は６人となっ
ています。

­Ａ 今後、デジタル化の設備に更新しなければ
ならないが、その時にできるところは対応して
いきたい。また、個別受信機を多くの家庭で導
入しなければならないかと思うが、一部補助を
出すというような対応を考えています。

­Ａ 学生から木の優しさ、木のぬくもり、木の
香りがして気持ちがいいと聞いています。ま
た、施設開放に関しては、来年度に向けて一般
の方に貸し出しができるように検討していま
す。

防災無線について
Ｑ 防災無線の放送が、
聞こえづらいという声
をいろんなところから
聞かれるが、どのよう
な考えか。

市職員採用試験の実施方法について
Ｑ 山梨市の職員採用
に係る事件の報道を受
けて、本市で見直すべ
きことはないか。

大月短大木造校舎について
Ｑ 短大木造校舎
の学生からの評判
はいかがか。また、
建設時に地域への
開放に関して話が
あったが、その予
定は。

市営火葬場について
Ｑ かなりの金額
が運営費としてか
かっているが、入
札をしているのか。
また、施設の建て
替えは庁内で検討
しているのか。

こうのとり支援事業について
Ｑ こうのとり支援
事業（不妊治療費助
成事業）は、去年に
比べて助成件数が増
えて成果を上げてい
ますが、助成件数と
出生数の状況は。

­Ａ ３年間の長期継続契約を行うときに入札
にかけています。将来的な火葬場の運営につい
て、上野原市から事務担当レベルでの協議依頼
があり、広域による経営ができるということ
も含めまして、最も効率的な運営方法等を庁
内で協議していく予定です。

­Ａ 透析、Ｂ型肝炎外来、検査期間の見直し、
内視鏡検査の件数増、入院患者数アップなどす
ぐに取り組みが出来る項目とそうでないもの
があるが、提言書の内容を一つ一つ具体的に検
討している。

­Ａ 一次(筆記)試験の試験問題は「公益財団法
人日本人事試験研究センター」が作成したもの
で、採点も同センターが行い、そのまま試験結
果としています。その他の試験項目は、論文・
面接等で、面接の試験官は、市長と外部の有識
者２名の計３名で実施し３名の試験官の持ち
点は同じです。現在のところ、見直すべき点は
ありません。

中央病院の経営改善について
Ｑ 一般会計からの
繰り入れが過去最大
である。３億円のル
ール分、それ以外に
６億円、それで赤字
1.５億円、答申（提
言書）に対しての意
見を聞きたい。
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報告

平成 28 年度 大月市介護サービス特別会計歳入歳出
決算認定の件

平成 28 年度 大月市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定の件

専決第６号

専決第７号 平成 29 年度 大月市簡易水道特別会計補正予算
（第２号）

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

第 40 号

認定第７号

認定第８号

平成 28 年度 大月市病院事業会計決算認定の件認定第９号

副議長の選挙選挙第３号

平成 28 年度 大月市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定の件

平成 28 年度 大月市簡易水道特別会計歳入歳出決算
認定の件

平成 28 年度 大月市下水道特別会計歳入歳出決算認
定の件

平成 28 年度 大月市介護保険特別会計歳入歳出決算
認定の件

平成 29 年度 大月市一般会計補正予算（第４号）

平成 29 年度 大月市一般会計補正予算（第３号）

第 41 号

認定第１号

認定第２号

承認

原案
可決

鈴
木
　
基
方

相
馬
　
　
力

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

小
原
　
丈
司

西
室
　
　
衛

小
泉
二
三
雄

古
見
　
金
弥

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

萩
原
　
　
剛

結
　
　
　
果

議案番号種別
議　員　名

案　件　名

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○●○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

選挙
教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充を図る
ための請願書

教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充を図る
ための意見書

適応指導教室の設置・運営に関する山梨県教育委員
会の支援に関する意見書

全国森林環境税の創設を求める意見書

※意見書の内容につきましては、大月市のホームページをご覧ください。

猿橋学童保育施設建設に関する百条調査特別委員会
の設置について

請願第２号

意見書
第１号

意見書
第２号

意見書（案）

請願

動　議

○○○○○○○○○○○○○

○●●●●○●○●○●○●

○○○○○○○○○○○○○

採択

認定

当選

平成 29 年度 大月市一般会計補正予算（第２号）

決算
認定

補正
予算

意見
書

平成 28 年度 大月市一般会計歳入歳出決算認定の件

平成 28 年度 大月市大月短期大学特別会計歳入歳出
決算認定の件

市議会だより 第148号

原案
否決

平成29年9月定例会　議決結果等一覧表
賛成 ○　反対 ●　　※山田 善一 議長を除く

継続審査

原案
可決
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